
 

 

 

  

今年も残すところあとわずかとなりました。どんどん寒くなってきてかぜやインフルエンザが流行る

時期です。寒い冬を健康に過ごすために日頃からバランスのとれた食事をとり、積極的に体を動かし、

十分な睡眠をとって体をしっかり休めることが大切です。しっかり予防して元気に新年を迎えましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１２月 

熊 野 町 

学校給食はいうまでもなく成長期の子どもたちのための食事です。そのため、子どもたちの健全な

成長や毎日の健康を支える食事として、栄養バランスが整っていることが重要です。下に示したの

は、文部科学省が定める学校給食摂取基準です。エネルギー以下、主要な栄養素について、給食での

摂取量の基準が年齢ごとに示されています。1 日に必要とされる 1/3～1/2 の量をとれるようになっ

ています。 

学校給食摂取基準は全国的な平均値であり、学校や地域の実情に応じて弾力的に運用することが求

められています。また各学級に配缶された量をそのまま人数で等分した量が個人の「適量」であるか

というと必ずしもそうではありません。体格や運動量、体質によっても個人に合った適量は異なりま

す。食事の量について自分自身がどのくらいの量が適量なのか考えながら給食の量も調整してみてく

ださいね。 

誰かと食事を共にする（共有する）ことを「共食」といいます。家族との共食は、コミュニケーシ

ョンを図りながら楽しく食べることができ、お互いの心や体の調子を知ることができるといったよさ

があります。楽しい食事の時間は、子どもたちの心の安定につながり、健やかな成長のためにも大切

なものです。 

年末年始は、家族や親せきが集まって食卓を囲む機会も多いことと思

います。年末年始ならではの料理を味わうこともあるでしょう。行事食

の由来や地域の郷土料理、そしてそれぞれのご家庭で受け継がれてきた

味などについても、この機会に語り合ってみてはいかがでしょうか。 

新しい１年の始まりであるお正月は、その年の幸福や豊作をもたらす「歳神様」（年神様・歳

徳神）を各家庭にお迎えする日本の伝統行事です。家族そろって、おせち料理やお雑煮といった

正月料理を食べて、新年の無事を祈ります。現在では、おせち料理を手作りする家庭が減ってお

り、洋風や中華風などバラエティー豊かなおせち料理が販売されていますが、伝統的なおせち料

理には、新年への願いを込めた縁起の良い食べ物が使われています。 


